
■ 増澤 徹 教授

　人工心臓の研究は、自動車開発の歴史に当てはめれば、やっとＴ型フォー

ドの量産体制が構築された段階であり、今後は延命のための心臓から小型化、

テーラーメイド化など、自動車のこれまでの100年の進化の歴史に相当する発

展が期待されます。

　ライフサポート教育研究センターでは超小型・高効率磁気浮上技術を中心に

生体材料・計測・制御・シミュレーションなど医用生体工学の要素技術を持って

います。これらの基礎技術を新規産業としての医療・介護分野のみならず、広く

産業応用・新技術開発に適用されることを期待します。

プロフィール │ 東京電機大学博士課
程、東京大学助手、国立循環器病セ
ンター研究所人工臓器部工臓器研究
室長経て茨城大学教授（機械工学科）

キーワード │ 医用生体工学 │ 医用メカトロニ
クス │ 人工心臓 │ 磁気浮上モータ │ 磁気
軸受 │ 医用システム │ 機械力学・制御

代表的な研究内容

世界をリードする研究室として磁気
浮上技術を用いた完全置換型人工
心臓、世界最薄・最小補助人工心
臓、治療用血液ポンプなどを研究
中。再生医療のためのナノ振動細
胞刺激システム、手術支援のため
の生体組織融着システム等の医療
デバイスも研究しています。

私のライフワーク　メカトロニクス技術を医療分野に活用して
磁気浮上人工心臓や手術支援機器などの人々の生命を助ける
機器の研究開発を推進したい。
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■ 稲垣 照美 教授

　熱流体工学や伝熱工学を主に研究して来ましたが、最近はこれまでの研究成

果を環境を意識したグリーンエネルギー活用技術の研究へと発展させています。

ここでは、カーボンナノチューブ分散流体や相変化蓄熱物質による蓄熱と伝熱

制御、低熱落差コジェネレーション技術、風力・水力自然エネルギー活用の研

究など広範囲の企業ニーズに対応することが可能ですのでご相談下さい。

　一方、現代は環境・福祉・情報そしてバイオテクノロジーの時代です。生物現

象や自然現象に着目し、工学や生物学などと融合させて人々の生活に密着した

最適・快適環境の創出も目指しています。

プロフィール │ 茨城大学大学院理工
学研究科機械工学専攻 │ 熱流体工
学・伝熱工学を中心に広範なエネル
ギー工学的研究を展開

キーワード │ 熱工学 │ 赤外線工学 │ 流体工
学 │ 自然エネルギー │ ネイチャーテクノロ
ジー

私のライフワーク　Various Encounter with Nature, and 
Vision & Hard Work.



■ 近藤 良 教授

　目標としている歩行支援システムは、欠落した感覚機能の回復を目指して、脚

支援機構、指令取得技術、代替感覚提示技術の確立・統合を実現しようとして

います。

　本開発に当たっては、機械・電気・電子など様々な要素技術からできており、

福祉機器に関心の様々な企業のご協力をいただきたいと思います。具体的には、

材料・機構の軽量化、モータとギャの一体化、加速度センサの小型・軽量化な

どの開発場面です。

　また、工作機械や生産設備などを高速かつ安定的な制御するための「最新制

御理論による機械システムの高性能化」にもご相談に応じます。

プロフィール │ 東京農工大学、東京工
業大学博士課程（制御工学専）、同助
手を経て茨城大学教授（機械工学科）

キーワード │ 制御理論 │ 機械システム制御
│ 跳躍ロボット │ 障害者支援システムの開
発

私のライフワーク　人間の運動を拡張する機械を目指していま
すが、人間の運動能力と機械の能力の双方がどのように歩み寄
り親和性を高めるかが問題です。



■ 田中 伸厚 教授

　流体解析シミュレーション、それも複雑な２相流や混相流の流体解析をシ

ミュレーションで研究しています。

　シミュレーションは従来のカットアンドトライの開発方式を画期的に変える効

率的な手法です。その適用範囲は原子力関係から生体内の血流解析まで広範

囲に及びます。

　流体解析を伴う開発はご相談いただければ共同で研究を行うことが可能です。

プロフィール │ 東芝勤務～茨城大学
機械工学科 │ 独自開発ソフトウエア
を活用した数値流体解析の研究

キーワード │ 数値流体解析シミュレーション
│ 原子力工学 │ 流体工学 │ 計算機科学

狭窄部を流れる赤血球のシミュ
レーション（CG）

私のライフワーク　CFD（数値流体解析）による複雑流動現象
の解明を目指し、独自のコード開発（CRIMSON、GRAPHITE
など）を行っています。



■ 西 泰行 教授

　流体計測および流体シミュレーション技術を活用した流体機械、特に各種ポ

ンプの省エネルギー化、水力発電用水車の高効率設計、高性能小型風車の開

発など自然流体エネルギーの有効利用の研究をしています。

　製品開発を念頭に置いた実験や流体シミュレーションの研究を通して、水力・

風力利用機器の最適設計の共同研究ができます。また、その他流体関連機器

の最適設計の研究も実施していますのでご相談ください。

プロフィール │ 新明和工業～茨城大
学工学部機械工学科 │ 流体機械の
高性能・高信頼性化と流動現象の解
明の研究

キーワード │ 流体工学 │ 流体機械 │ ターボ
機械 │ ポンプ │ 送風機 │ 圧縮機 │ 水車 

│ 風車 │ タービン │ 自然エネルギー │ 再
生可能エネルギー

代表的な研究内容

エネルギー・環境問題解決への貢
献を目指して、流体機械の省エネ
ルギー化や自然流体エネルギーの
有効利用に関する研究に取り組ん
でいます。

私のライフワーク　企業での研究開発の経験を生かし、流体
機械に関連した基礎的研究だけでなく、実用化を強く意識した
研究も行っていきたいと考えています。
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■ 山内 智 教授

　半導体薄膜としての酸化亜鉛や酸化チタンなどの研究が専門ですが、下記2

テーマへの企業参加を求めています。「人工心臓表面への生体適合性改質技術

の確立」では酸化チタンによる親水性表面の高機能化ドーピング技術の確立を

目指しており、酸化チタン膜を成形する装置の設計・機械加工、真空、ガスドー

ピングなどを協力してくれる企業を探しています。「テラヘルツ波デバイスの研

究」では、JSTのA-STEP（探索）を獲得しています。2年後には（シーズ育成）

に応募すべく、現在、開発シナリオはほぼ完成しています。その資金獲得に向

けた戦略を一緒に考え、共同研究する企業を求めています。

プロフィール │ 東北大学博士課程
（電子工学）、沖電気工業株式会社を
経て茨城大学准教授（生体分子機能
工学科）

キーワード │ プラズマプロセス │ ヘテロエピ
タキシャル成長 │ 酸化亜鉛薄膜 │ 酸化チタ
ン薄膜 │ 発光デバイス │ 光触媒 │ 超親水
性

代表的な研究内容

無機半導体、有機半導体の結晶成
長を研究しています。また、分析技
術としてテラヘルツ波を用いた分光
分析の研究も行なっています。

私のライフワーク　予想通りにならない結果から出てくる知見
を生かしたアイデアの実現にじっくり時間をかけて研究を行なっ
ています。



■ 木村 孝之 准教授

　CMOSを用いた集積回路技術をベースにイメージセンサ、2次元磁気センサ

などの研究・開発を行っています。この技術ではセンサと周辺信号回路を一つ

のLSIチップの上に搭載する(System on a chip)ことができるため、センサと

信号処理回路の融合によるCMOSイメージセンサの高画質化や磁気センサの

バイオ科学への応用を目指しています。

　これら研究成果の企業ニーズへの応用はもちろんですが、研究過程で必要不

可欠な技術である、集積回路の設計技術やFPGAプログラミング技術もニーズ

の実現に応用することが出来ます。

プロフィール │ 豊橋技術科学大学大
学院博士後期課程修了。茨城大学助
手、講師を経て現在准教授（工学部
電気電子工学科）

キーワード │ 集積回路 │ イメージセンサ │ 2
次元磁気センサ │ バイオセンサ │ デジタル
信号処理 │ 耐放射線デバイス

集積化磁気センサ

0.35μｍ標準CMOS製造プロセス
で実現されました。1つの磁気セン
サは50μｍ角の大きさです。

私のライフワーク　集積回路技術とデジタル信号処理技術を
組み合わせた様々なインテリジェントセンシングを実現するため
に研究を行っています。



■ 清水 年美 准教授

　本研究室では､ ロボットを中心として機械の柔軟性に起因する振動を抑制し、

機械の軽量化と高速・高精度化を実現するコントローラを開発しています。

　応用場面としては､ ロボットや位置決め装置､ 工作機械などの生産設備で、

「高速で作動させたいあるいは軽量化したいが､ 振動が出て困っている」といっ

た場面で､ センサとアクチュエータを使った能動的な制御を行うことで解決しま

す。

プロフィール │ 岐阜大学博士課程
（生産開発システム工学専攻）を経て
茨城大学准教授（機械工学科）

キーワード │ ロボット制御 │ 柔軟構造 │ 機
械システム │ 振動制御 │ 運動制御 │ エネ
ルギー法

私のライフワーク　冬場の趣味は、雪の降り積もった斜面を早
く、美しく滑るために必要なスキーと体の使い方を実践的に研
究することです。



■ 福岡 泰宏 准教授

　4脚ロボットの開発では、犬や猫など４足哺乳類の歩行リズムと脊髄の構造を

解析し、リズミカルに歩く神経回路の数学モデルを入れ込んで一連の動作をさ

せる「セントラル・パターン・ジェネレータ」という１つのチップとして実現します。

　これらを実現する上で、①メカニズムを実現する軽量・高精度な部材や部品

および加工技術、②制御系を実現するセンサ・回路・ソフトなどの研究支援パー

トナーを求めています。

プロフィール │ 電気通信大学大学院、
同SVBL研究員を経て茨城大学准教
授（知能システム工学科）

キーワード │ 知能機械学 │ 機械システム │ 
ダイナミックに作動するロボットの研究 │ 4脚
ロボットの開発

私のライフワーク　普段はジーパン＋トレーナー姿で学生にま
ぎれて活動しています。学生と一緒に飲んで、マンガ読んで、く
つろいでいます。



■ 藤田 昌史 准教授

　人間の生活に「水」が必須であることは言うまでもありませんが、その循環系

を含めた環境のサステイナビリティを、気候変動、インフラ老朽化、人口変動な

どの境界条件のなかで模索していかなければならない時代に入ってきました。

　ツバルやマーシャル諸島などの珊瑚礁島海岸の水質環境・生態系保全、水処

理における温室効果ガス対策や枯渇資源対策の技術、水道管ネットワークの老

朽化診断手法など、「水質」、「微生物」を切り口として水環境工学分野の研究

に取り組んでいます。

プロフィール │ 茨城大学工学部、東京大学大
学院工学系研究科博士課程、豊橋技術科学大
学工学部研究員、山梨大学大学院医学工学総合
研究部助手・助教、茨城大学工学部講師を経て、
同准教授（都市システム工学科）

キーワード │ 水環境 │ 上下水道 │ 水処理 │ 
水質 │ 微生物

水道管内面劣化診断の現場調査の
様子

消火栓から採水し、水質を解析す
ることにより、水道管の内面劣化
の状況を診断する手法を開発して
います。

私のライフワーク　社会に役立てること想定しながらも、大学
らしいアカデミックな研究をバランスよく展開していきたいと考
えています。
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■ 井上 康介 講師

　生物模倣による知的人工物の研究をしています。複雑・動的な自然環境を生

き抜く生物には、従来の工学では扱われてこなかった「知能の原理」が存在する

と考えられます。このような原理を脳神経系・筋骨格系の両面から模倣した新

しい知的人工物を目指した研究です。具体的には、動物の脳神経系を模倣した

ヘビ型ロボットの制御や、空気圧人工筋を使った下肢の筋骨格及び歩行をモデ

ル化しシミュレーションで歩行を再現評価する研究です。

　現在、これらの実験装置はほぼ手づくりしていますが、今後は地元企業の方々

と連携を持ち、研究の効率化や企業の技術課題解決など、相互にメリットのあ

る関係が構築できましたらと思います。

プロフィール │ 東京大学 博士課程
（精密機械工学専攻）、同人工物工学
研究センター研究員を経て茨城大学
講師（知能システム工学科）

キーワード │ 生物模倣型ロボット（ヘビ・ヤス
デ） │ 複数ロボット協調 │ ロボット学習 │ 
生体シミュレーション

代表的な研究内容

当研究室で開発したヘビ型ロボッ
トPAS-2は、生体のヘビと相似形
の身体構造を有し、生体と同様の
物理特性を持つきわめて長い空気
圧人工筋で駆動されています。

私のライフワーク　動物や人間が複雑・動的な実世界に適応す
るメカニズムを明らかにし、適応的なロボットや福祉技術の開
発につなげること。
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